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01 プロジェクトの概要

2018年７月西日本豪雨を経験した玉島地域

引用元：山陽新聞digital「西日本豪雨特集」
https://c.sanyonews.jp/gou_graph/

https://c.sanyonews.jp/gou_graph/


01 プロジェクトの概要

2024年１月に発生した能登半島地震

引用元：石川県「令和６年能登半島地震 写真で見る被害状況-もっといしかわ2024春季号-」
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2024spring/higai-2024spring.html

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2024spring/higai-2024spring.html


01 プロジェクトの概要

過去の事例から学ぶ「共助」の重要性

「共助」とは・・・

近隣や地域の人と協力し合いながら防災･減災に向け
た行動をとること

→阪神淡路大震災･東日本大震災の事例から地域で防
災に取り組む重要性を学びました



01 プロジェクトの概要

これから起こる南海トラフ地震への対応（津波の被害）

どのような取り組みが必要だろうか？

引用元：倉敷市津波ハザードマップ
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/39971.htm

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/39971.htm


玉島地域の課題「地域のつながり減少」

01 プロジェクトの概要



玉島地域の課題「地域のつながり減少」

倉敷市の地区別人口

01 プロジェクトの概要

引用元：倉敷市総務課「倉敷市地区別人口推移」
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/34991.htm

地区 平成26年 令和３年 比較

倉敷 １９４，５０６ ２００，７０９ ６，２０３

児島 ７２，４８１ ６７，１０１ ▲５，３８０

玉島 ６５，０７７ ６３，３４４ ▲１，７３３

水島 ８９，３５２ ８９，１７０ １８２

船穂 ７，４７０ ７，９２０ ４５０

真備 ２２，９６７ ２０，７００ ２，２６７

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/34991.htm


玉島地域の課題「地域のつながり減少」

倉敷市玉島地区 年齢別人口

01 プロジェクトの概要
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引用元：倉敷市総務課統計係「支所別１歳区切り人口 玉島」
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/dd.aspx?itemid=16966#itemid16966

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/dd.aspx?itemid=16966#itemid16966


玉島地域の課題「地域のつながり減少」

倉敷市玉島地区 区分別構成割合

01 プロジェクトの概要

引用元：倉敷市総務課統計係「支所別１歳区切り人口 玉島」
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/dd.aspx?itemid=16966#itemid16966

14.6%

14.3%

13.5%

12.8%

12.1%

63.1%

60.3%

58.0%

57.4%

57.9%

22.3%

25.3%

28.5%

29.7%

30.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2005

2010

2015

2020

2024

年少 生産 老年

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/dd.aspx?itemid=16966#itemid16966


玉島地域の課題「地域のつながり減少」

倉敷市内の地区別空き家の数

01 プロジェクトの概要

地区 平成26年 令和３年 比較

倉敷 ２，０４９ ２，６０８ ５５９

児島 ２，０４９ ２，３５２ ３０３

玉島 １，４２５ ２，３５２ ９２７

水島 １，７２８ １，５０５ ▲２２３

船穂 １０９ １２７ １８

真備 ２６０ ２４４ ▲１６
引用元：倉敷市建築指導課「地区別空家等実態調査結果」

電話連絡後担当者からのデータより



私たちができること

玉島地域の課題である地域のつながりを作り直す場を私
たちが設定することはできるのでは？

→地域の方々が「対話」をしながら地域の防災につい
て考える避難訓練を企画してはどうだろうか？

01 プロジェクトの概要
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02 プロジェクトの流れ

５月下旬

・「地理総合」で地域の防災に
ついてハザードマップなどの
GISから学ぶ

・地域についてフィールドワー
クを実施して地域の実態を調
査する



02 プロジェクトの流れ

６月上旬

・地域の「防災力」が向上する
ためのコースの想定（後で説
明します）

・玉島西公民館と連携し地域の
多様な人に参加を依頼（町内
会長・民生委員・人権委員・
小学校教員・高校教員などに
お声かけした）



02 プロジェクトの流れ

７月４日（木）下見と
事前打ち合わせ

・コースの下見

・玉島西公民館スタッフとの事
前打ち合わせ

・全体リハーサル



02 プロジェクトの流れ

７月７日（日）避難訓練
（当日の内容）

①南海トラフ地震について講義

・南海トラフ地震発生のメカニ
ズムや可能性について説明

・避難する際の防災知識につい
てクイズ形式で説明



02 プロジェクトの流れ

７月７日（日）避難訓練
（当日の内容）

②２ルートに分かれた避難訓練

海沿いルート
（青色の線）

海抜が高いが移動す
る際に傾斜が厳しい
神社を通りながら避
難所である玉島西公
民館を目指す

住宅街ルート
（赤色の線）

海抜が低いが海沿い
からは遠い住宅地を
通りながら避難所で
ある玉島西公民館を

目指す



02 プロジェクトの流れ

７月７日（日）避難訓練
（当日の内容）

③「対話」をしながら避難訓練

・避難訓練アプリを使い津波の
臨場感を演出する（時間とと
もに津波の表示が変化）

・地域の様子について気が付い
たことを地図上にメモする



02 プロジェクトの流れ

７月７日（日）避難訓練
（当日の内容）

④避難経路について「対話」を
通した振り返り

・避難経路のメリット・デメリ
ットについてまとめる

・まとめながら気が付いた地域
の実態を発表する



02 プロジェクトの流れ

７月７日（日）避難訓練
（当日の内容）

⑤これからの地域の防災につい
て「対話」を通した振り返り

・これからどのようなことに注
意して避難行動をとるべきか
まとめる

・参加者同士のつながりを作る





02 プロジェクトの流れ

１０月２０日（日）倉敷
市市民講座 避難訓練

・倉敷市市民講座として地域外
の方からの参加で７月７日（
日）と同様の内容で実施

・倉敷市防災危機管理室から指
導講評をいただく
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03 プロジェクトを振り返って（成果）

住宅街の道はブロック塀などがあり地震発生時は
通行が困難になる可能性もあるが、住民への声掛
けがしやすく「共助」という視点では必要なルー
トである。

海沿いの道は傾斜があり、足腰に自信がある住民
には素早く高いところへ避難できるルートである
が、高齢者などが逃げ遅れ津波に巻き込まれる可
能性がある。

地域の実態について
知ることができた



03 プロジェクトを振り返って（成果）

地域のつながりを
深めることができた

事前に住民たちと声を掛け合い多様な人たちに配
慮しながら、避難行動を撮ることができるように
するべき。

想定外のことが起こる可能性があるため、住民で
複数の避難ルートを想定して準備しておくことが
必要である。



03 プロジェクトを振り返って（課題）

「単発」でなく「継続」

・１回限りの行事ではなく今後
もチームとして後輩に繋いで
いく

→学校が無くならない限り今
後も高校生は玉島地域で学
び続ける

⇨高校生がつなぐ意義

・全国の高校生とつなっていく



03 プロジェクトを振り返って（課題の克服）

「単発」でなく「継続」への取り組み

・校長先生とともに北海道の校長会
が主催している第2回「Do!防災ア
クション」に道外高校として参加
北海道：月形･札幌白陵･静内･函館

西･雄武･白糠･上磯
道外：東京調布南･石川輪島･本校

・有志で結成したチームであるため
１年生に募集をかけて希望者を募
り継続した取り組みへ
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04 まとめ

玉島地域が抱える課題＝日本が抱える課題を乗り越える

孤独・孤立の進行による「地域のつながりの希薄化」
を乗り越えて「対話」から「共助」をつくりだす
→高校生が中心となって活動していくことの重要性



地域の「対話」を

高校生から巻き起こし

地域の「共助」を創り出します

ご清聴ありがとうございました！
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